
特別展 あるがままのアート - 人知れず表現し続ける者たち - 連携プログラム

オンラインフォーラム

あるがままのアートから考える
ライブ配信日時

8/29 10:30-16:30（土）

本フォーラムは以下の URL からご視聴いただけます

主催：障害者の文化芸術国際交流事業実行委員会　共催：東京藝術大学、NHK

プログラム

10：30－10：40　事務局からオリエンテーション

10：45－12：00　「特別展あるがままのアート」キュレータートーク
WEB 公開されているバーチャル展覧会を閲覧しながら作者の紹介や作品制作の背景等についてお話します。

登壇者 :秋元雄史氏（本展キュレーター・東京藝術大学大学美術館館長）　　　　　　 

         横井悠氏（本展共同キュレーター・ボーダレス・アートミュージアム NO-MA 主任学芸員）

13：00－14：00　あるがままのアートの魅力を美術の視点で掘り起こす
本特別展のアドバイザリーボードに参画いただいたお二人をゲストにお迎えし、あるがままのアートが問いかける「人間とは何か」

という根源的で、本質的な問いに迫ります。

登壇者：秋元雄史氏（本展キュレーター、東京藝術大学大学美術館館長）

         保坂健二朗氏（本展アドバイザー／東京国立近代美術館主任研究員）

         青柳正規氏（多摩美術大学理事長、前文化庁長官、アール・ブリュットネットワーク会長）

ファシリテーター： 今村有策氏（東京藝術大学大学院 美術研究科グローバルアートプラクティス教授）

14：10-15：10　あるがままのアートから若きアーティストたちは何を感じとったか　
　　　　　　　　　　　－東京藝術大学生によるオンライントークセッション－

本特別展を鑑賞した若きアーティストたちが、その思いを語り合います。

登壇者：東京藝術大学生

ファシリテーター：今村有策氏（東京藝術大学大学院 美術研究科グローバルアートプラクティス教授）

15：15-16：30　あるがままのアートの「伝え方」を創造する
障害のある人の表現活動が多様化するなか、展覧会、舞台公演、グッズ販売、書籍の出版など、その「伝え方」も多様化しています。

今回は、広告やアパレルなどとの連携や、メディアとの連携、地域社会との連携などを通じてあるがままのアートの多様な伝え方に

ついて実践者・識者たちと座談会を行います。

登壇者：松田崇弥氏（株式会社ヘラルボニー代表取締役社長）

　　　　坂野健一郎氏（社会福祉法人みんなでいきる／日本博を契機とした障害者の文化芸術フェスティバル　東海・北陸ブロック事務局）

　　　　玉木 幸則氏（著述家、テレビタレント）

ファシリテーター：アサダワタル氏（文化活動家・品川区立障害児者総合支援施設ぐるっぽコミュニティ・アートディレクター）

本プログラムでは、「特別展 あるがままのアート - 人知れず表現し続ける者たち -」を通して、

自由で、多様な価値がもたらす創造的な世界について、本特別展のキュレーターほか多彩な

ゲストをオンライン上に迎えて考察します。

お問い合わせ
障害者の文化芸術国際交流事業実行委員会　

事務局社会福祉法人グロー (GLOW) 法人本部企画事業部　

Zoom ウェビナー 視聴参加 URL

https://onl.tw/eTEu6GZ

音声は自動音声認識アプリ

「UD トーク」による字幕表示

を行います。当日は下記 QR

コードから専用ページに

アクセスください。

※「UD トーク」アプリの

インストールが必要です 「UD トーク」QR コード

Web 情報掲載ページ

http://www.no-ma.jp/?p=21538
TEL：0748-46-8100 FAX：0748-46-8228 Email:kikaku@glow.or.jp


